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論文内容の要旨

左容』巴大i孟、心血管疾患の独立した危験因子である。一方、 7ラミンガム研究を始めとする数々の疫学研究において、糖

尿病患者では左蜜肥大の合併が多く認められることが指摘されている。左蜜肥大は左蜜拡張機能の低下をもたらすと考え込

れているが、糖尿病患者では左室収縮絡は保持されていても、拡張機能の低下によりうっ血性心不全を来たすことがしばし

ば認められる。従って糖尿病患者でli，左蜜肥大を早期から診断し、適切な介入を行う必要があると考えられる。しかしな

がら、糖尿病患者における左室肥大の発生機序については、まだ十分に解明されたわけではない。糖尿病患者における左室

肥大とインスリン抵抗性の関連について報告があるが、これについてもまだ統一した見解は得られていないロ

この研究l立、 35議から 70歳の2型糖尿病男性患者相側において、 ft室心筋蒙量の増加と関連する臨床指標について検

討した、横断研究である。臨床指標としては、血圧、心拍数、脈波解析から得られた血管のスティッフヰスの新規指標であ

るTPP仏国efro曲島抑留品 peak柏 rellectedpeak)、および空腹時採I古lデータから得品れた代謝*内分泌指標を評価し

た。精確性を高めるため、左室心筋重量は心臓MRl(盟a苦闘志ic時間関担問問a伊忍g)を淘いて評価した。また、左室心筋

重量の増加とft室拡日産機能の関連について、心臓超音波検査を用いて評価した。コントロール不良の高血圧を有する患者、

左室壁運動異常を有する患者、弁膜症を有する患者、腎不全患者、およびインスザン治療中の患者は研究対象よ坦除外した。

研究データ収集にあたっては、京都大学盟主学部医の倫理委員会で殺認されたプロトコルを遵守し、参加患者には事前に文書

による同意を得た。

データ解析の結呆、左室心筋重量の増加と有意な相関関係が認められたのは、 TPPおよびインスワン抵抗性の指標である

HOMA指数、そして安静時心拾数であった。友重量心筋重量の増加と、安静時血圧や脈EEおよびその他の各臨床指標には、

相関関係、は認められなかった。左婆心筋蜜援とインスリン抵抗性OJ正の棺関関係については、これまでにも報告されている。

また、/正室心筋霊室と心拍数の負の相関関係についても報告がある。 TPPと/し室心筋重量の負の相関関係については、知る

限りにおいてこれまでに報告がない。また、全患者40例中いわゆる友家肥大の診断装準 (LVM>134g/nilを満たしていた

のは昌例 (15%)であ号、殆どの患者において左安心筋震震の増加は比較的軽度であったが、この比較的軽度の左寮心筋重量

量の増加と左室拡張絡の低下の間には有意な負の相関関係が確認された。このことから、男性2型糖尿病患者における友室

心筋重量の増加は、早期から拡張機能の低下を伴ってくる可能性が示唆された。

この研究では、 2型糖尿病患者における左室心筋重量の増加はインスワン抵抗性と関連がある、という過去の報告を確認

することができた。またこの研究は、2製糖尿病患者において血管のスチイツブネスの新規指擦であるTPPが友容心筋書室鷺

の増加に独立した関連がある己とを纏認した、最初の報告となる。 2製糖尿病患者においては、血圧測定だけでなく脈波測

定を行うととが有用と考えられる。
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論文審査の結果の裏蜜

糖尿病患者では高頻度に左寒肥大が合併するとされており、左寮肥大は、糖尿病患者の心取管疾患による予後を予測する

因子となる。糖尿病患者におザるん室肥大の発生機序は明らかに事れておらず、インスリン抵抗性との関連について少数の

報告があるが、これについても統一した見解は得られていない。

本研究では、左室心筋重量と、君主波解析から得られた血管のスティッフネスの新規指標である TPP(t出 e念。盟品開ard

peak加盟畳剖tedpeak)、および空腹時採血データから得られた代議 e内分泌指標との関連が検討された。

本研究の結果、 2型糖尿病患者における左室心筋蛍量の増加はインスリン抵抗性と関連がある、という過去の報告が纏認

された上で、これらの患者においてTPPがf，二室心筋重量の増加に独立した関連があることが示された。

以上の研究は、糖尿病患者において、代謝・内分磁的要因と、血行動態的要因のそれぞれが友窓肥大に関わっていること

の解明に貢献し、その早期診断、早期治療を可能とすることに寄与するところが多いa

したがって、本論文は博士〈医学〕の学位論文として価僚のあるものと認める

なお、本学校授与申請者は、平成20年 1月 17日実施の論文内容とそれに関漉した試問を受け、合格と認め品れたもので

ある。




